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年
頭
の

ご
あ
い
さ

つ

d 2hJら

争 ~

川
内
町
長

森

房

義

川
内
町
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

T

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

平
成
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
、
ご
家
族
お
揃
い
で
、
す
が
す
が
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
ど
存
じ
ま
す

。

日
頃
よ
リ
、
町
政
各
般
に
わ
た
リ
、
ご
理
解
ピ
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
リ
ま
す
こ
ピ
に
、
改
め

T

厚
く
お
礼
・
申
し
上
げ
ま
す
ピ
と
も
に
、
木
年
度
の
計

品
事
業
は
、
概
ね
順
調
に
推
移
し
て
お
リ
ま
す
こ
ど
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す

。

さ
て
、
昨
年
は
振
リ
一
込
っ
て
み
ま
す
と
、
世
界
各
地

、

て
発
生
し
T

お
リ
ま
す
地
震
災
害
、
更
に
は
地
球
の
迅
暖
化
、
が
原
因
と
も
い
わ
れ
ま
す
異
常
な
降
水

量
に
よ
る
災
害
、
日
本
各
地
て
も
台
風
十
号
を
は
じ
め
ど
す
る
風
水
害
が
大
き
な
つ
め
跡
を
残

し
ま
し
た

。

せ
め
て
、
自
然
災
害
だ
け
で
も
少
な
い
よ
い
年

で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思

っ
T

お
リ
ま
す
。

ま
た
一
方
長
引
く
景
気
低
迷
に
伴
い
雇
用
情
勢
な
ど
は
非
常
に
最
し
〈
、
い
ま
だ
景
気
回
復
の

虫
ロ
は
見
え
な
い
感
が
い
た
し
ま
す
。

ぜ
っ
か
く
の
機
会
で
も
あ
リ
ま
す
の
で
、
行
政
課
題
の
一
端
を
述
べ
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す

。

i
ず
川
内
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
で
す
が
、
三
月
に
は
完
成
の
見
込
み
で
あ
リ
、
落
成
式
、
卒
業
式
を
予
定

し

て
お
リ
ま
す
。

引
き
続
き
、
建
案
事
業
で

あ
リ
ま
す
学
校
給
企
セ
ン
タ
ー

の
整
備
等
に
も
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す

。

次
に
町
民
運
動
場
の
整
備
で
す
が
、
吉
久
地
区
に
計
品
を

L
T

お
リ
、

多
目
的
グ
ラ
ン

ド
ピ

L
T

十
一
年
度
に

着
手
を
い
た
し
た
い
ピ
考
え
て
お
リ
ま
す

。

次
に
簡
易
水
道
施
設
の
問
屋
、
大
屋
敷
飲
料
水
供
給
施
設
整
備
で

す
が
、
新
年
度
に
計
品
し
て
お
リ
、
安
定
し
た

飲
料
水
の
供
給
に
努
力

し
た
い
と
考
え

T

お
リ
ま
す
。

次
に
町
の
土
地
開
発
公
社
で
、
西
谷
小
学
校
前
に
整
備
を
進
め
て
お
リ
ま
す
若
岩
の
定
住
促
進
事
業
の
住
宅
団
地
達
成
事
業
で
す
が

、
ほ
ぼ
完
成
い
た
L

ま
し
た
の
で
、
ま
も
な
く
分
譲
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す
。

西
谷
小
学
校
の
稜
式
化
が
解
消
さ
れ
、
地
斌
の
活
性
化
に
な
れ
ば
と
願

a‘ 

っ
て
お
リ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
外
に
は
、
地
鼠
振

興
券
の
交
村
事
業
、
介
護
保
険
法
に
伴
い
ま
す
各
種
の
準
備
を
は
じ
め
、
中
山
間
事
業
の
整
備
並
び
に
、
従
来
か
ら
計
品
的



に
進
め
て
お
リ
ま
す
下
水
道
事
業
の
整
備
促
進
、
生
活
道
路
で
あ
リ
ま
す
町
道
等
の
整
備
、
国土
調
盛
事
業
、
商
工
業
振
興
施
策
の
推
進
、
ゴ
ミ
の
滅
量
化

対
策
ピ
健
康
づ
く
リ
事
業
な
ど
、
各
分
野
に
わ
た
リ
ま
す
事
業
を
計
品
的
に
推
進
し

た
い
ピ
考
え
て
お
リ
ま
す

。

更
に

、

園
、

県
へ
要
望
を
い
た

し

て
お
リ
ま
す
松
山
自
動
車
道
の
四
車
線
化
や
治

占
治
水
事
業
等

、

が
あ
リ
ま

す
が
、
引
き
続
き
強
く
要
望

し

て
い
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
四
月
に
開
館
い
た
し
ま

し

た

「
ふ
る
さ
と
交
流
館
」
で
す
が
、
皆
様
の
お
か
げ
で
入
浴
客
は
順
調
に
推
移
し

て
お
リ
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
い

た
し

ま
す
と
ど
も
に
、
今
後
ピ
も
親
し

ま
れ
る
施
設
と
し

て
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
末
永
く
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
ピ
思

っ
て
お
リ
ま
す

。

い
ず
れ
に
い
た
し

ま

し

て
も
、
健
全
財
政
を
維
持
し

な
が
ら
計
晶
的
に
、
町
政
各
般
に
わ
た
リ
誠
向
誠
意
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

T

お
リ
ま
す
の

で
、
今
後
ピ
も
よ
リ

一
層

の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
・
申し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
リ

ま

し

た
、

が
、
皆
禄
方
の
ご
健
勝
ピ
ご
多
幸
を
向
か
ら
お
祈
リ
中し
上

、

げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

L

ま
す
。

f ‘、三、t 、妻、
うと工，

今年は卯年。 十二支の四番目のうさぎ年です。 卯は東の方角、また 「卯の刻」

といえば、午前六時ごろを指します。

明治申ごろ tt -i田容で屯飼育
~ にゅうるい

うさぎは、ウサギ科の踊乳類です。うさぎというと耳が長く、目が赤<、

毛は白、ピョンピョンと跳ねる動物を思い浮かべますが、これはわたしたち

がよく見る 日本白色種で‘ほかにも多くの種類がいます。 毛が白黒 (または

白茶) でパンダウサギとも呼ばれるダツチ、耳の下がったロ ップイヤ 、耳

の短いピーターラ ピ、ソ 卜などて・す。

うさぎが家畜化されたのは十二~十三世紀ごろといわれ、その後、ポル ト

ガjレの航海者が食糧の補給源として各地に広めたとされています。 第一次世

界大戦のころはヨ一口、ソパ各地で食肉用、毛皮用にさかんに利用されました。

日本では日清、 日露戦争のころから、 日本白色種が大量に飼育されるように

なリました。

うさぎを数えるときに 、 一匹 、二匹と言わずに一羽、二羽と言います。 こ

れは、昔、獣肉を食べるのを忌み嫌っていた時代に、鳥のような数え方をし

てうさぎを食べていたからでしょう。 うさぎは貴重なたんぱく源だったのです。

悪徳小梼雄
き審ぎ審培福田.)

今年I*QP年

うさぎの話は、古くは 「古事記J に発しています。 うさぎが海の上に並ん

だワニザメをだまして因幡の恩に渡ろうとします。 しかし、最後にワニザメ
ð5Sくにぬしのみこと

の怒りを買っ てしまい、度をはぎ取られて苦しんでいるうさぎを大国主命が

救うというお話です。

だれでも知っているうさぎの誌といえば、 「うさぎとカメj です。 うさぎ

と力メが向こうの山まで、どちらが先に行けるか競争します。 早いうさぎは 、

カメがのろいのを見て途中で油断して昼寝をしてしまいます。 その簡に力メ

がゴールするというお話で、地道に努力すれば必ず成功するという教訓です。

こうした話は 、 動物競争物語として各国にあります。 ただ勝つ方の動物が

カメではなく、ハリネズミ、力二、ヒキガエル、ナメクジだったりします。

負ける方もうさぎだけではなく、ウマ、キツネ、ヒョウ、ゾウなどさまざま

です。

もう一つ、日本の昔話で有名なのが「力チ力チ山」です。 この話にはち ょ

っ と残酷なシーンもあるので、最近ではあまり語り継がれていないようです。

タヌキにおばあさんを殺されてしまい、嘆き悲しむおじいさんに同情して 、

うさぎがあだ討ちをします。 うさき・はタヌキを禁拾L ì(こ誘い、タヌキが背負
った薪に力チカチと火打ち石で火をつけてやけどをさせます。 さらに 、 タヌ

キを泥船に乗せて川に沈めてしまいます。

うさぎの復讐という筋書きですが、知恵が勝利をもたらすということと、

弱きを助け強きをくじく勧善懲悪の教えとされています。

うさぎは悪役だったり英雄だったリ、だましたりだまされたりと、いろい

ろな役回りをこなしています。

占〈如-i kτいる周(J\飾ヲき弓~ぎ
平
成
十
一
年

一
月

一
日

うさぎは身近な動物のわりには 、 親しまれていることわざは少ないようです。

11散すれば、狐これを悲しむJ 1孤死して兎泣く」は、同類の死を悲し
むということ。 1兎に義もは 「馬の耳に念仏」と同じ意味で言つでもゑ
駄なこと。 1兎の登り坂」は、最も得意とする場所で力を発揮すること。 1兎

おも は生兵法のことで役に立たないこと。 どのことわざもふだんあまり
聞きません。

、 もち
よく知られているうさぎといっと、月の餅っきうさぎでしょう。 平成十一

年用の寄間金付お年玉付五十円郵便切手および年賀五十円郵便切手の意匠は、

「佐原張リ子J の餅っきうさぎです。 これは、千葉県佐原市の手張りの民芸

品です。 八十円の方は‘ 「山形張り子」の玉乗りうさぎです。

-



農
地
の
原
形
変
更

届
出
制
に
つ
い
て

|昌|詣|寄 | 員|曾|

ー
震
地
の
埋
立
て
を
し
、
原
形
を
変
え
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

j

農
地
を
盛
土
、
切
土
を
し
、
圃

場
の
原
形
を
変
え
、
耕
作
を
目
的

と
し
た
田
畑
転
換
そ
の
他
区
画
形

質
の
変
更
を
す
る
場
合
に
「
農
地

原
形
変
更
届
出
書
」
を
農
業
委
員

会
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

こ
の
制
度
は
農
地
の
原
形
を

変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
隣
農
地

の
耕
作
条
件
が
劣
悪
化
す
る
こ
と

を
防
ぎ
、
農
地
の
集
団
性
と
調

和

を
保
持
し
な
が
ら
農
地
の
効
率
を

図
る
と
共
に

、
隣
接
す
る
農
道
・

水
路
等
へ
の
被
害
と
違
反
転
用
を

防
止
す
る
た
め
の

制
度
で
す

。

O
手

続

農
地
の
原
形
変
更
を
し
よ
う
と

す
る
方
は

、

要
綱
に
基
づ
き
、
原

形
変
更
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日

前
ま
で
に
届
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

川
埋
立
て
等
は
・届
出
受
理
後
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

O
届
出

書
の
添
付
書
類

ω
付
近
見
取
図

川
地
番
地
目
図

(
公
図
の
写
し
)

ω
土
地
登
記
簿
謄
本

ω
耕
作
者
が
届
出
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
は

、

所
有
者
の

同
意
書

同
現
況
写
真

似
農
業
委
員
の
副
申
書

的
そ
の
他
参
考
資
料

(原
形
変
更
計
画
図
面

)

※
届
出
書
は
農
業
委
員
会
に
あ
り

ま
す
。

な
お

、

詳
し
い
こ
と
は
農

業
委
員
及
び
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す

。

悪
質
な
埋
立
て
は
追
放
し

実
り
豊
か
な
農
地
を

守
り
ま
し
ょ
う

農
地
の
賃
貸
借
に
つ
い
て

、

農

地
法
に
よ
ら
な
い
で
町
が
農
家
の

申
し
出
に
よ
っ
て
、

利
用
権
の
設

定
を
ま
と
め
「
農
用
地
利
用
集
積

計
画
」
を
作
成
し
、
農
業
委
員
会

の
決
定
を
経
て
公
告
す
る
こ
と
に

よ
り
、
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借

り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

ω
対
象
と
な
る
土
地
は
、
市
街
化

区
域
以
外
の
農
用
地
で
す
。

ω
こ
の
事
業
で
利
用
権
を
設
定
す

る
場
合
は
、
農
地
法
の
許
可
は

い
り
ま
せ
ん
。

ω
農
地
法
で
は
、

小
作
地
の
保
有

は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
事
業
に
よ
る
と

小
作
地
の
保

有
制
限
は
受
け
ま
せ
ん
。

制
利
用
権
の
期
限
が
終
わ
る
と
自

動
的
に
権
利
が
消
え
、
離
作
料

も
い
り
ま
せ
ん
。

以
上
、
平
成
十

一
年
に
貸
借
期

限
の
切
れ
る
方
で
更
新
希
望
者
及

び
新
規
希
望
者
は
、
平
成
十

一
年

一
月

三
十

一
日
ま
で
に
申
出
書
を

役
場
産
業
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
申
出
書
の
用
紙
は

産
業
課
に
あ
り
ま
す
。

a‘ 



財
産
を

色
ら
っ
抱
と
き

個
人
か
5

年
間
六
十
万
円
を
超
え

る
財
産
を
も
5

っ
た
と
き
に
は
、
贈
与

税
が
か
か
り
ま
す
。

会
社
な
ど
法
人
か
5

財
産
を
も
5

っ
た
と
き
に
は
、
贈
与
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
が
、
一
時
所
得
と
し
て
所
得
税
が

か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

贈
与
税
の
計
算

そ
の
年
の

一
月

一
日
か
ら
十

一
一月
三
十

一
日
ま
で
の

一
年
間

に
、
個
人
か
ら
も
ら

っ

た
財
産

の
価
額
を
合
計
し
ま
す
。

次
に
、
も
ら
っ
た
財
産
の
価

額
か
ら
基
礎
控
除
の
六
十
万
円

を
差
し
引
き
、
そ

の
残
額
に
税
率
を

か
け
た
額
が
贈
与

税
で
す
。

贈
与
税

の
計
算
例
な
ど
は
、

以
下
の
と
お

り
で
す
。

〈贈与税額〉

贈与を受けた財産の価額

基礎控除60万円 | 課税価格
+×税率一控除額

|贈与税額|

3
0
0

万
円
ま
で
な
ら

マ
イ

ホ
ー

ム
資
金
を
も
ら
っ
て
も
、

贈
与
税
は
か
か
ら
な
い
っ
て

知
っ
て
た
?

〈贈与税の計算例〉

(例 1 ) 100万円の贈与を受けた場合
(基礎控除) (課税価格)

100万円一印万円 =40万円
(税率) (贈与税額)

40万円 x lO%=4万円

(例2) 500万円の贈与を受けた場合
(基礎控除) (課税価格)

500万円 -60万円 =440万円
(税率) (控除額) (贈与税額)

440万円 x 30%- 47. 5万円 =84.5万円

(例3) 1 ， 000万円の贈与を受けた場合
(基礎控除) (課税価格)

1 ， 000万円-60万円=940万円
(税率) (控除額) (贈与税額)

940万円 x 45% -140万円二283万円

例住配 の贈

取者あ税
得控りの
資除ま特
金す例

の次
特の

せ一杯一壮一+十一壮一杯一壮一十十一壮一杯一壮一十十一壮一壮一科~+t

J 山 地峰 ふるさと交流舘 くろ よ
;姐圃岳協圃色 村年始の営業時間 ;
?鞘臨孟富 山周10日 11 日 ? 

醒雲量園調臨圏踊錨脳歯雌蝉縄場最謹翠璽璽事3 午前10時かう午後11 日寺まで (1 時間延長) , 
キ 聞置置輯塁間璽型空電空軍孟孟謹詰孟戸二二二三議j
宇 田園圃園長通話通語聖扇面量開票錨 ロ 1周 1 目-1日 午
圃園田園田瞬間民題 午前日寺かう午後11 時まで (3時間延長) i 
争一壮一十ト壮一叫…壮一杯一壮一料…壮一杯一壮一杯…壮一杯一球

※ 〈贈与税の速算表〉

課税価格 税率 控除額 課税価格 税率 控除額

150万円以下 10% 0円 1 ， 000万円以下 45% 1 ，400 ， 000円

200万円 1/ 15 75.000 1 ， 500万円 1/ 50 1.900.000 
250万円 1/ 20 175.000 2 ， 500万円 1/ 55 2.650.000 
350万円 1/ 25 300 ,000 4 ，000万円 1/ 60 3.900.000 

450万円 1/ 30 475.000 1 億円 1/ 65 5.900.000 

600万円 1/ 35 700.000 1 億円超 70 10.900.000 

800万円 1/ 40 1.000.000 
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了
保
険
税
の

1

決
め
か
た

保
険
税
は
次
の
計
算
方
法
を
組

み
合
わ
せ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

口
平
等
割
額

一
世
帯
い
く
ら
と
計
算

口
均
等
割
額

加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算

口
所
得
割
額

所
得
に
応
じ
て
計
算

口
資
産
割
額

資
産
に
応
じ
て
計
算

安
保
険
税
の
納
め
か
た

口
保
険
税
は
国
保
に
入
る
資
格
が

で
き
た
月
か
ら
納
め
ま
す

。

口
保
険
税
を
納
め
る
義
務
は
世
帯

主
に
あ
り
ま
す

。
世
帯
主
が
国

保
に
入
っ
て
い
な
く
て
も

、

同
じ

世
帯
に
国
保
に
入
っ
て
い
る
人

が
い
れ
ば
、
世
帯
主
が
保
険
税

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

口
年
度
の
途
中
で
国
保
に
入

っ

た

と
き
・
や
め
た
と
き

年
度
の
途
中
で
国
保
に
入
つ

れ
ん
シ
」
き
C

↓
国
保
に
入
っ
た
月
か
ら
月

割
り
で
納
め
ま
す

0

・

年
度
の
途
中
で
国
保
を
や
め

た
と
き

-
v

国
保
を
や
め
た
月
の
前
月

分
ま
で
納
め
ま
す

。

届
け
出
か
遅
れ
る
と
・
・
.

口
国
保
に
入
る
届
け
出
が
遅
れ
る

と↓
資
格
が
で
き
た
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す

。

口
国
保
を
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ

る
と
・
・
・

↓
う
っ
か
り
国
保
の
保
険
証
を

使
っ
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
、
あ
と
で
国
保
に
医
療

費
を
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す

。

災
害
な
ど
で
保
険
税
の

納
付
が
困
難
な
と
き
は

担
当
窓
口

に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

減
免
な
ど
の
措
置
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

閣
崎
山〕

特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
税
を

滞
納
す
る
と
、
保
険
証
を
返
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。手

し
く
ま

け
川

村
町
支
揚
百
四

祉
課

ニ

f
l

J
I
l

l
j
j

J

j

i

国
保
係

(2
9
6
6

・2
2
2
2

附
)
ま
で

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

お
医
者
さ
ん
で

提
出
す
る
も
の
は
?

、
保険を取り扱っている お医
者さんに治療にいきます。

泌
診察を受けます。

~加入している医療保険(国保・社保等)が変わったときや住所が変わったときは届出を I ，..__.

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は

、

医
療
保
険
の
「
保
険
証
(
被
保
険

健康手帳が交付されます。

ふ
亙亙至Zl

~うけ

者
証
)
」
と

、

市
町
村
か
ら
交
付

さ
れ
た
「
健
康
手
帳
」
「
医
療
受

給
者
証
」
の
三
つ
を
、
忘
れ
ず
に

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

asEE費君和E
8;\\静電iと竃

健康手帳と
医療受給者証について

母
三ゴ

せ塾
「健康手帳j には、健康管理に役立つ記録

や情報がのせられています。 「医療受給者証j

は、老人保健でお医者さんに

かかるための大切な証明書 、二

で、健康手!阪に差し込んであ 、事.
ります。 \11 窓口に「保険証」と 「健康

手帳J I医療受給者証j を
提出します。

ぐコぐ=
費用(一部負担金)を支払
います。



年
金
は
、

請
求
し
な
い
と
も
ら
え
ま
せ
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
は
、
受
け
ら
れ
る
資
格
が
発
生
し
て

も
本
人
が
請
求
し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

年
金
を

受
け
る
資
格
が
発
生
し
た
ら
忘
れ
ず
に
請
求
し
ま
しょ
う
。

年
金
を
請
求
す
る
に
は
、
裁
定
請
求
書
を
提
出
す
る
ほ

か
に
請
求
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
が
あ
り
ま

す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
出
先
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。

裁
定
請
求
書
の
提
出
先
は

次
の
と
お
り
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
、
老

齢
・
退
職
給
付
を
請

求
す
る
場
合

ず
っ
と
国
民
年
金
だ
け
の
方

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
の

国
民
年
金
担
当
係
の
窓
口

参
ず
っ
と
公
務
員

等
(
共
済
組
合
制

度
加
入
)
の
方

ァ
.

単
一
共
済
組
合
期

間

の
み
の
場
合

加
入
し
て
い
た
共
済
組
合

の
担
当
窓
口

ィ
.
複
数
の
共
済
組
合
に
加
入
し

た
場
合

老
齢
基
礎
年
金
は

、

住
所

地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険

事
務
所
の
窓
口

退
職
共
済
年
金
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
共
済
組
合
制
度
の

担
当
窓
口

複
数
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
た

方
(た
だ
し

、
該
当す
る
制
度
に
つ
い
て
)

ァ
.

年
金
を
請
求
す
る
段
階
で
最

後
に
加
入
し
て
い
た
制
度
が

国
民
年
金
の
場
合

老
齢
基
礎

・

厚
生
年
金
は
、

住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会

保
険
事
務
所
の
窓
口

退
職
共
済
年
金
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
共
済
組
合
の
担
当

窓
口

ィ
.
年
金
を
請
求
す
る
段
階
で
最

後
に
加
入
し
て
い
た

制
度
が

厚
生
年
金
保
険
の
方

老
齢
基
礎

・
厚
生
年
金
は

、

最
後
に
勤
め
て
い
た
事
業

所
(
船
員
に
あ
っ
て
は
船

舶
所
有
者
)
を
管
轄
す
る

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は

都
道
府
県
主
管
課
船
員
保

喰
係

退
職
共
済
年
金
は

、

そ
れ

ぞ
れ
の
共
済
組
合
の
担
当

窓
口

ゥ
.

年
金
を
請
求
す
る
段
階
で
最

後
に
加
入
し
て
い
た

制
度
が

共
済
組
合
制
度
の
方

老
齢
基
礎

・

厚
生
年
金
は

、

住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会

保
険
事
務
所
の
窓
口

退
職
共
済
年
金
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
共
済
組

合
の
担
当
窓
口

障
害
・
遺
族
墓
礎

年
金
、
障
害
・
遺
族

給
付
を
請
求
す
る

場
合

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
・

け
が
の
初
診
日
、
ま
た

は
死
亡
日
が

ァ
.
国
民
年
金

加
入
中
の
場

ム
ロ住

民
票
の
あ
る
市
町

村
の
国
民
年
金
担
当

係
の
窓
口

ィ
.

厚
生
年
金
保
険
加
入
の

場
合年

金
を
請
求
す
る
段

階
で
勤
め
て
い
た
事
業
所

(
船
員
に
あ
っ
て
は
船舶
所

有
者
)
を
管
轄
す
る
社
会

保
険
事
務
所
ま
た
は
都
道

府
県
主
管
課
船
員
保
険
係

ゥ
.

共
済
組
合
制
度
加
入
中
の
場

ム
ロ

挙
あなたの一票が愛媛を決める

県知事選媛愛
そ
れ
ぞ
れ
の
共
済
組
合
の

担
当
窓
口

a・h

みんなそろって投票しましよう

1 月3 日(日)



民生児童書員村
故選されま L

このほど、民生児童委員が改選され、下の表の
方々が3年の任期中(平成10年12月 1 日~平成13年
11 月30日まで)、皆さんの生活上の悩みなどの相談
に応じることになりました。
悩みごと、心配ごとなどがある方は、担当の民生

児童委員にお気軽にご相談ください。

0民生児童委員

電話番号所住名氏域区当区分

おJ966-4036 場手IJ重膝近問屋 -狩場 - 日 i~~

民生児童委員協議会すJí966-4714 田立
日

シゲ子本坂音圧1 .徳古

改
選
に
伴
い

、
次
の
十
一
名
の

方
々
が
民
生
児
童
委
員
を
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

長
い
間
お
疲
れ
さ
ま

再966-2539 野ヌj(→
ナ

キ日
-Hｭ

Hfき近則之内 ・永野
区

で
し
た
。

口
近

新966-6102 ーケ公1:1 宏
、

山
bJI除近ーケ谷 ・保免

藤
期i966-3405 和田丸愛鶴矢

下

再966-4634 井内上雄鎮野'大
古事

ー

故
除
措

1

馬

(日
浦

)

再

南

おi

966-5277 

966-5224 

966-3508 

騎

上1ljJ屋

ノi、

F コ土

義

尉

重

久

勝

博

井

日

イ白

玉

佐

内

海上 ・九騎・桜・栴厳・伊の曽

i戒

おi966-2940 田立
回

香通森

口口口口口口
仙橋園富北佐

おi966-2716 i~ft j黄重イ
ホ
ー

田寺
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美 |宮

人 |宝

ミヤ子石高横法Ií団地 l 区・ 2区 . 3区
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上

西之側・宝泉原沖

久保伯波本属
再966-3192 東+

方
田j賓

小
書
桔

(徳

士
口
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員
平

(保
免
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勇
作

(
惣
田
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)

サ
チ
コ

(
土
谷
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矩
久

(
三
軒
屋
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勝
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灘

)

おJ

新

荷:

966-2657 

966-2512 

966-5060 

泉

旦之上

西中村

づ
十
雄

有
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正

部

原
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コ者

手経

i度担

口口口口
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再

再
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966-2561 

ネ市

坂
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「十偵
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亀

田
}I 

下沖 ・上砂 弱i966-4289 砂上子百王
，じρ回
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「寸
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当

隆

(原
沖

)

正

(下
海
上
)

卜
ミ
カ

(下
沖

)

修

(八
幡

)

山吉日里子再966-3211 戸4反『ナ君ι
川

J
d立
々
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主主

ム「
、
、

→
メ
ノ伊都子回

円
「J

3
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寺イ|之 ・ Aモ :主主

弱i966-3020 11I香}\、男秀音日i度

手干966-3669 泉
r'-唱

え之「
口
」

ん
+
ム
ハ

本橋11IJ 全域主
任
児
童 再966-3481 11I香}¥ 美川

洋
部i度町全域



。沿道でのと声援よろしくお願いします。

ストレッチ 6V式\ J : 

a V組 r j勺- 方叩主 r : 

1ビクスぷ緋気汚;

仕事、家事、育児などに追われている方に気軽な:
ストレス解消方法をお教えします。 とにかくみんな:
で楽しみましょう!

1 月のイベント

GANTAN 
::zヲνコ

箪10田

川内町元旦
健康マ弓 '1 :，.犬舎
とき平成11年 1 月 1 日(金)

ところ 川上小学校グランド

受付午前 9 時30分!

開会式午前10時00分 l

種別

楽しく走ったり、歩いたりする部

/ 3kmコース i

ぴりっと走る、競争の部
/5kmコース JOkmコース l

会幼児か5大人まで、だれでも参加ok!

公参加者全員に記念品プレゼント!

会5回・ 10回参加者には、特別プレゼント!

カ抽選でラッキーブレゼ‘ント!!

(2回目以降参加の方は、はちまきを持参して下さい。)

成
人
式
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

口
対
象

昭
和
五
十
三
年
四
月

二
日
か

ら
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

の
出
生
者
で
川
内
町
在
住
の
方
。

該
当
者
に
は
案
内
状
を
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
町
内
に
住
ん
で
い

平成11年 1月 1 5日(金)

午前9時~ 受付

午前9時30分間式

.場所 川内 11日 中央公民館

.問い合わせ先

教育委員会

な
く
て
も
、
町
内
出
身
者
の
方
は

成
人
式
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は

、

教
育
委
員
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

-日時

説法わせ先 川内町教盲脅員舎
電話 966 ・ 4721 (fax 966-4867) 

fi966-4721 

ω
年
を
無
病
息
災
で

七
草

、
村
ゆ
き

食
べ
z
・
3
ど
い

口
と

平
成
日
年
l

月

7

日
(
木)

午
前
日
時
1

川
内
町
中
央
公
民
館

き

口
と
こ
ろ

問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
教
育
委
員
会

E
9
6
6
・
4
7
2
1

1 月 30日(土 ) ~3月 6 日(土)

午後7時30分~午後9時

申込・問い合わせ先

川内町教育委員会

ft966-4721 まで

AFAA認定インストラクター

先生

川内町中央公民館

18歳以上の男女

毎週土曜日6回

や
l
w

d
d
l
 

千削T
M十

矢

巾
京
午

相
批
…

き

師

口参加料

象

口ところ

口講

口対

口と

a調‘



年非行防止・あいさつ運動

標語優秀作晶決まる!

川
内
町
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

で
は

、

平
成
十
年
度
青
少
年
の
非

行
問
題
に
取
り
組
む
強
調
月
間
の

一
環
と
し
て
、
非
行
防
止
及
び
あ

い
さ
つ
運
動
啓
発
の
た
め
の
標
語

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
三

O
九
編

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
優

秀
作
品
を
選
定
し
、
表
彰
状
及
び

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た

。

標
語
に
込
め
ら
れ
た
子
ど
も
た

ち
の
純
粋
な
気
持
ち
を
健
や
か
に

育
て
る
た
め

、

楽
し
い
学
校

、

温

か
い
家
庭
"
つ
く
り
を
推
進
し、

さ

ら
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の

健
全
育
成
に
取
り
組
み
た
い
も
の

と
思
い
ま
す

。

今
回
の
優
秀
作
品
は
今
後
、
標

語
ポ
ス
タ
ー
に
作
成
し
、
学
校
に
、

各
家
庭
に
、
地
域
の
公
民
館
に
配

布
し
、
健
全
育
成
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す

。

青
少
年
非
行
防
止
及
び

あ
い
さ
つ
運
動

標
語
優
秀
作
品

〈
一
般
の
部
〉

入
選
小

坂

O

家
族
の
和

子
ど
も
の
心
の
常
備
薬

佳
作
小

坂

大
西
洋
子

O

さ
そ
い
に
は

大
西

洋
子

0 佳
作

「
ノl
」
も

は
っ
き
り

言

え
る
子
に

幸
子

音
田

佐
伯

町
ぐ
る
み

あ
い
さ
つ
か
わ
す

喜
び
を

〈
中
学
生
の
部
〉

入
選
川

内
中

一
年

O

あ
い
さ
つ
で

女子
光

紗
世

笑
顔
あ
ふ
れ
る

入
選

。

町
づ
く
り

渡
部

徳
雄

0 入
1丞

あ
;11 v 、 ; 11

巴 心 さ自
- のつ 
年窓は王|三

を

里
沙

聞
く
カ
ギ

宮
内

あ
な
た
の
手

今
さ
し
の
べ
て

佳
作
川

内
中
三
年

O

必
要
な
の
は

注
意
が
言
え
る

竹
内
非

ー， 行
本長 。

小
さ
な
勇
気

0 佳
作

石
田
美
貴
子

け
川
h
y
hド

一
巳
'

!

'
F
E

一
ノ
よ

一
家
団
ら

ん

は
ず
む
会
話
で

佳
作
川

内
中
二
年

O

悪
魔
の
声
を

君
の
勇
気
で

非
行
な
し

桐
山
武
士

ふ
り
き
ろ
う

0 佳
作

員
鍋

美
保

川
内
中

一年

自
分
か
ら

0 佳
作

元
気
よ
く

清
水
宣
暁

正
義
の
パ
ン
チ
で

あ
い
さ
つ
し
よ
う

川
内
中
三
年

亜
心
い
、心

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト

〈
小
学
生
の
部
〉

0 入
1丞

;11 
」二

匹l
年

佐
伯

裕
軌

テ
レ
ビ
消
し

会
話
も
は
ず
む

0 入
選

タ
ご
は
ん

河
井
ち
ひ
ろ

東
谷
小
五
年

親
も
子
も

心
に
カ
ギ
を

か
け
な
い
で

伊
藤

0 入
1韮

;11 

ノ、

壬ド

太

あ
い
さ
つ
は

家
族
を
結
ぶ

入
選
川

上
小
五
年

O

あ
い
さ
つ
は

小
さ
な
勇
気

入
選
川

上
小
六
年
村
上

O

親
と
子
の

き
ず
な
深
ま
る

キ

ワ

ド
裕
子

菅
野た

め
す
時

慶
太

楽
し
い
会
話

0 佳
作

西
谷
小
三
年

お
は
よ
、
つ
1

元
気
い
っ
ぱ
い

佳
作

。0 佳
作

川
上
小
四
年

あ
い
さ
つ
を

進
ん
で
し
ょ
う

l

l

l
J
|
 

i

J

ノ
‘司

，

A
/工

ほ
ほ
え
み
に

言
葉
を
そ
え
て

佳
作

。0 佳
作

;11 
ヒ

ノj 、

五
王手

あ
い
さ
つ
で

白
井
真
由
美

に
っ
こ
り

と

[QJ 

岡

賢
人

自
分
か
ら

裕
子

菅
野

ご
あ
い
さ
つ

宮
野

大
介

広
が
る
笑
顔
大
切
に

西
谷
小
二
年

山
脇
将

は
り
き

っ

て

あ
い
さ
っ
し
た
よ
き
も
ち
い
い

佳
作

。0 佳
作

0 佳
作

0 佳
作

西
谷
小
三
年

キ
ラ
キ
ラ
と

か
が
や
く
ひ
と
み

;11 
ヒ

四
年

お
は
よ
う
と

明
る
い
声
で

川
上
小
五
年

あ
り
が
と
う

一口
わ
れ
て
う
れ
し
い

あ
しミ ;11 
さ半

ノl、

つ d
五

で年

心
ふ
れ
ム
口、っ

高
須
賀

ffi 
3<: 

大
切
に

山
本
紗
綾

元
気
よ
く

』
事
司
《n
民
U
ι

調
必
立
口

盲
六
一
梨

お
手
つ
だ
い

中
島

佳
代

町
づ
く
り



第
切
回
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
よ
り

「
一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
」

「
|
|
|
同
和
教
育
を
基
に
し
た
人
権
教
育
の
創
造
し

A
vm
回
の
変
遷

理
論
家
よ
り
実
践
者
の
会
ヘ

。

去
る
十
月

二
八
日
か
ら
三
日
間

、

奈
良
市
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
は
、

全
国
か
ら

二
万
人
が
参
加
、

分

科
会
三
二
会
場
で
一
七
八
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
発
表
も

発
表
者
が
地
域
の
リ
ー

ダ
ー

と
な

っ
て

、

差
別
を
解
消
し
、

人
ひ

と
り
の
人
権
確
立
を
目
指
し
た
具

体
的
な
実
践
活
動
の
報
告
で
あ
り

ま
JF
1し
れ
ん。

以
前
は

、

や
や
も
す
る
と

、

政

治
思
想
や
主
義
主
張
が
先
行
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が

、

今
回
は

身
近
な
子
供
や
自
の
前
の
人
々
を

ど
う
支
え
た
か
と
い

っ
た
自
ら
の

活
動
報
告
が
ほ
と
ん
ど
で
、
同
和

問
題
を
基
軸
に
し
た
人
権
問
題
が

多
く
、
同
和
教
育
を
人
権
教
育
へ

発
展
さ
せ
る
道
筋
を
示
し
た
と
も

い
え
る
大
会
で
あ
り
ま
し
た

。

A
V兵
庫
県
湊
川
高
校
の取

り
組
み
.

榛
川
高
校
は
生
徒
数
一
六

O
名

の
定
時
制
高
校
で
す

。

中

学
校
卒

業
す
ぐ
の
若
い
生
徒
も
い
れ
ば
、

高
校
中
退
、
長
年
不
登
校
し
て
い

た
者

、

ま
た

、

昔
貧
し
く
忙
し
く

て
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
四
十
歳

五
十
歳
代
の
年
配
者
も
い
ま
す
。

こ
の
生
徒
達
は
過
去
の
冷
た
い

生
活
か
ら
、
人
前
に
出
る
こ
と
を

嫌
い
、
真
っ
赤
に
な
っ
た
り
、
う

ま
く
話
せ
な
い
者
も
少
な
く
な
い

。

こ
の
生
徒
達
に
生
き
る
力
を
与
え

る
に
は

、

話
す
こ
と
と
読
む
こ
と

が
普
通
に
で
き
る
力
を
付
け
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
ま
し
た

。

そ
こ
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
た

の
が
「
朗
読
劇
」
で
す
。

仲
間
の

前
で
演
じ
る
練
習
を
毎
日
続
け
ま

し
た
。

読
む
こ
と
、
発
声
、
感
情

表
現
等
の
努
力
を
通
し
て
、

力
を

合
わ
す
こ
と
、

人
前
で
話
す
こ
と

、

人
の
つ
ら
さ
や
苦
し
さ
を
疑
似
体

験
さ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

四
年
生
の
時
に
結
婚
し
た
N
は

「
う
ち
の
母
と
祖
父
は
朝
鮮
の
人

で
す
。

そ
れ
が
嫌
で
た
ま
ら
な
か

っ
た
。

今
、
劇
で
他
人
に
な
り
切

る
勉
強
を
し
て

、

今
ま
で
の
自
分

が
情
け
な
く
思
え
ま
す
。

母
を
大

切
に
し
た
い
」
と

言
い
ま
し
た
。

教
師
自
身
も
定
時

制
高
校
に
い

た
か
ら
こ
そ
見
え
て
き
た
人
の
貴

さ
を
宝
に
し
て
い
き
た
い

。

-
大
阪
で
沖
縄
人
と
し
て

胸
を
張
っ

て
生
き
る
.

大
阪
の
大
正
区
は
沖
縄
人
が
多

い
と
こ
ろ
で
す
。

戦
前
戦
後
を
通
し
仕
事
を
求
め

て
移
住
し
た
人
が
集
ま
り
、
賃
仕

事
や
零
細
な
手
仕
事
が
多
く
生
活

は
皆
苦
し
か
っ
た
。

「
豚
の
足
食
べ

る
。

酒
飲
み
が
多
い
」
な
ど
と
い

わ
れ
、
子
供
の
時
か
ら
ヤ
マ
ト
ウ

の
人
に
劣
等
感
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。

大
人
も
で
き
る
だ
け
沖
縄
を

隠
し
、

エ
イ
サ
l

の
踊
り
も
許
し

て
く
れ
な
か
っ
た

。

生
れ
や
古
里
文
化
に
誇
り
が
な

い
の
で
は
ま
す
ま
す
差

別
さ
れ
る
。

地
域
の
人
、

地
域
の
子
供
の
た
め
、

古
里
を
誇
り
に
思
う
勉
強
と
活
動

を
開
始
し
よ
う
と

「
大
正
沖
縄
子

供
会
」
を

二
十
年
前
に
結
成
、
サ

ン
シ
ン
か
ら
エ
イ
サ

l

の
練
習
に

取
り
組
ん
で
き
た

。

最
初
は
い
ろ

い
ろ
抵
抗
が
あ
っ
た
が、

思
い
は

通
じ
、
喜
ん
で
参
加
す
る
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。

そ
の
喜
び
が
子
供

達
の
誇
り
に
な
り

、

表
情
も
明
る

く
な
っ
て
き
ま
し
た

。

今
で
は

、

屋
根
に
シ
|

サ
l

を

置
く
よ
う
に
な
り

、

大
正
沖
縄
マ

ッ
プ
も
発
行
し
て
い
ま
す

。

古
里
へ
の
思
い
は
皆
同
じ
、
誇

り
合
っ
て
共
生
し
て
い
く

こ
と
が

大
切
で
す
。

A
V奈
良
に
生
き
る
夢
を
描
い
て

低
学
力
の
克
服
.

S

町
は

、

奈
良
市
に
あ
る
四
五

O
戸
の
町
で
す
。

こ
こ
の
多
く
の

人
の
生
活
は
不
安
定
で
す

。

そ
れ

ゆ
え
に
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を

奪
わ
れ
て
き
た
親
に
よ
る
子
育
て

が
課
題
で
し
た
。

親
の
様
子
か
ら

子
供
述
は
自
信
喪
失
や
荒
れ
を
生

み
出
し
て
い
た
の
で
す
。

十
五
年

前
、

全
戸
が
集
ま
っ
て
相
談
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
件
を

起
こ
し
た
時
、

こ
の
悪
循
環
を
断

ち
切
る
に
は
子
供
の
自
己
教
育
力

を

付
け
る
し
か
な
い
と
決
め
、

町

内
に
児
童
館
を
建
設
し
ま
し
た

。

1
1

ヘ
dL
、
、

わ
ι
」
』
ベ

0

歳
児
か
ら
の
し

つ
け

保
育

、

親
子
学
習
会
、
親
子
キ
ヤ

小
学
生
の
基
礎
学
力
向
上

に
、
宿
泊
学
習

、

見
学
旅
行
、
体

験
作
業
等
を
学
校
と
一
体
に
な
っ

ン
。
フ
、

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

。

そ
こ
か
ら

、

人
権
意
識
や
自
尊

感
情
が
生
ま
れ

、

各
自
の
夢
を
詰

れ
る
と
と
も
に
地
区
の
誇
り
も
芽

生
え
て
き
ま
し
た

。

... 



力メラレポート

11月22日、総合防災訓練が重信川河川敷で、開催されました。

台風や地震を想定した訓練には、消防団員や住民ら約840人が

参加。 情報収集・伝達訓練、水防訓練、救助訓練、食糧供給訓練、

応急復旧訓練など関係機関が有機的に連携した訓練が整然と行

われました。

東
温
消
防
署
発
足
初
同
年
記
念

総
含
防
災
訓
鋸

孟~

救出救助訓練

;-ーーーーー

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

2対2のままサドンデスでも決まらず、決勝戦への切

符をジ‘ヤンケンポンで苛! った、小野与力松vs軟式OB。

ジャンケンポンも、もつれにもつれました。

4&  

4 第18回
東温軟式野球大会

11月 23日、川内町体育協会主催の東温軟式

野球大会が開催されました。

8チームが参加して行われた大会は、好天に恵

まれ、白熱した試合が展開されました。 成績は以

下のとおりです。

優勝小野与力松チーム

準優勝 絶対優勝するぞチーム

(個人賞)

最高殊勲選手賞 小出雅宏 (小野与力松チーム)

優秀選 手 賞先山幸二 (

敢 闘 賞 川上貴也 (絶対優勝するそ‘チーム)



力メラレポート

林
英
人
さ
ん

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
を
受
賞

11 月 26 日、東京のNHKホール

で開催された平成10年度商工会全

国大会において、川内町商工会会

長の林英人さんが中小企業庁長官

表彰を受賞されました。

これは、多年にわたる商工会の

運営及び経営改善普及事業の推進

に努力し、小規模事業者の振興に

貢献したことが認められたもので

す。 おめでとうございます。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
愛
鳥
週
間
用
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

佐伯礼吏 くん

愛鳥週間用ポスター原画コ

ンクールで、愛媛県の優秀作

品に選ばれた佐伯札吏くんの

作品が、このほど全国コンク

ールで入選しました。

全国からは万8 1 0点の作品

が参加。 その中から、入選に

輝きました。

おめでとうございます。

西谷小 6 年

_ . ご塁曹乙J三二J三戸

11 月 29 日、 川 内町体育協会ソフトボール部主催で

チャリティ ー ソフトボール大会が開催されました。

朝 7 時から夜の 7 時まで 12時間行われた試合は、

9 1 固まで続き、 77 (紅)対99 (白)で白組が勝ちま

した 。 ごくろう I菜でした 。

I 12 

‘'時
マ悶
ト手
思ヤ

IL 子

会場に置かれた“チャ

リティ ー B OX" は、見
る聞に募金でいっぱいに
なりました。

集ま っ た約 1 0万円の募
金は 、 社会福祉協議会
を通じて福祉施設に贈
られます。

‘第?回会長杯
It ドミ〉ト~.，と会

11 月 29 日、勤労者体育センターで川内町体育協会主催の会

長杯バドミントン大会が行われました。

/ 

一般1部 一般2部 一般3部 一般4部

優勝
佐伯英樹 奇本 ð~ 橋本浩司 松本直美

黒川博幸 福居芳和 桑原太一 上西孝明

準優勝
笹本敦志 尾崎正純 相生一夫 坂井 f散

岩川孝之 安平聖司 大西正純 古野和人

3 位
広藤光介 大西満里子 進藤 陽一 正岡久美子

広藤 尚子 小笠美雪 真木 日召 永田ひろみ

a画‘

./ 

1 34名が参加した本大会の結果は、右のとおり F

です。



WN TOPIC. 7(. 

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

「
こ
の
人
」
「満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
こ
一
報
く
だ
さ
い
。

2
9
6
6
・

2
2
2
2

が
少
な
く
な
っ
た
も
ち
つ
き
に

、

子
ど

も
た
ち
も
目
を
輝
か
せ
て
見
入

っ
て
い

川
内
町
赤
十
字
奉
仕
固

に
感
謝
状

宇
品
1し
れ~。

つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
は

、

そ
の
場
で

あ
ん
こ
ろ
も
ち
ゃ
あ
べ
か
わ
も
ち
な
ど

十

一
月
八
日
、
青
少
年
赤
十
字
創
設

七
十
五
周
年

・

赤
十
字
奉
仕
団
創
設
五

十
周
年
記
念
愛
媛
県
大
会
に
お
い
て

、

川
内
町

赤
十
字
奉
仕
団
が
感
謝
状
を
い

た
だ
き

ま
し

た
。

に
し
て
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た

。

最
後
に
年
長
の
園
児
は

、

実
際
に

杵

を
手
に
し
て
も
ち
つ
き
の
体
験
を
し
、

保
育
園
で
も
ち
つ
き

こ
れ
は
、
昭
和
国
十
四

年
以
来
永
き

に
わ
た
り
続
け
て
き
た
奉

仕
活
動
が
認

め
ら
れ
、
日

本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

長
よ

り
い

た
だ

い
た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
奉
仕
活
動
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。

十
二
月

五
日

、
川
内
保
育
園
で
も

ち

つ
き
が
あ
り
ま
し
た

。

杵
と
臼
に
よ
る
本
格
的
な
も
ち
つ
き

を

保
護
者
が
実
践
。

家
で
は
見
る
こ
と

楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た

。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

全
国
大
会
ヘ

全
国
小
学
生
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権

大
会
の
四
国

大
会
で
第

三
位
と
な
っ
た

高
須
賀
大
輔
く
ん
(
川
上

小
六
年
)
が

全
国
大
会
を
前
に
森
町
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た

。

ヘ

(
代
)

表
川
吟
社
十
二
月
例
会
報

池
川
端
谷
選

新
刊
害
読
み
更
け
に
け
リ
一

葉
忌
渡
部

安
静
の
身
を
養
へ
る
葛
湯
か
な
菅
野

崎
明
潜リ
あ

ら
ぬ

一
点
中
山
で
にけ
リ
樋
口

付
5
A
ロ
ひ
し
人
は
素
朴
よ
大
根
煮
る
田
中

ど
ん
よ
リ
ピ

曇
る
日
は

憂
し

か
い
つ
ぶ
リ
点
能

あ
と
つ
ぎ
は
一
人

黙
し
て
蓮
根
揺
る
池

川

高
層
の
ビ
ル

の
窓
打
?
初
時
雨
宮
崎

島
影
に
釣
リ
船
潜
ピ
冬
の
海
菅
野

島
通
ひ
の
ボ
ン
ボ
ン
給
や
冬
初
め
野

中

時
一
市
降
る
瀬
戸
の
釣
船
波
ま
か
ぜ

捜
部

高
層

ビ
ル
で
瀬
戸

一
堂
や
冬
の
南

色
足
袋
を
履
け
る
女
房
古
リ
に
け
リ

胡
谷準

史美栄
子岬 樹

笹
子

多
喜

加美越芙
寿代路折、

五
月

.,. 

手口
田

j色

~婦人会から~
・失敗・出しそびれ葉書を集めています。

葉書入れポストは、 1 月末日まで中央公民
館玄関に置きます。 書き損じた葉書など、破
かないでよろしくお願いします。 なお、この
代金は IIIJ社会福祉協議会まごころ銀行へ贈 ら
せていただきます。

・施設訪問に行ってきました。

11 月 18 日、町の方 、 民生委員さん方と婦人
会とで、 施設訪問を行いました。 皆さんから
お預かりした愛のタオルをきれいに包装して
お届けいたしました。

「ありがたいです。 こんなにして頂けるのは、
川内町婦人会さんだけです。 大切に使わせて
]頁きます。J と 、 とても喜んでくださいました0

・三世代交流 (仲よし運動会)

1 月 9 日 (土 ) 午後 l 時より中央公民館大
ホールで行います。 小学生 ・ 老人クラブ・婦
人会の三世代200人が集まり、 11汀のVYSの方の
ご指導でゲームを楽しみます。 おたのしみ抽
選などもします。 ご参加ください。

・温泉郡婦人教育研究大会

1 )=J 30 日 (土)に行います。 今年は中島 IIrJ
で行います。 出席してみようと思われる方は 、
班長さんまでお申し込みください。

.1 月のボカシづくり

1 月 3 1 日 ( 日 ) 午後 7u寺30分より行います。
おさそい合わせてご参加ください。



川
柳
も
づ
く
吟
社
十
二
月
例
会
報

喜
撰
亭
選

A
7日
も
亦
狐
独
を
-
つ
め
る
長
電
話
都
築
登
貴
子

大
根
を

巻
め
る
と
だ
い
こ
抜
い
て
く
れ
松
岡
薬
品
国

賞
め
ら
れ
る
度
に
滅
つ
T

る
趣
味
の
皿
篠
森
美
登
里

衰
め
ら
れ
る
人
よ
リ
衰
め
る
人
が
好
き

心
木
ひ
ろ
し
芯

ち

や
ん
ち

ゃ

ん
-
』
似
令っ
て
居
ま
す
楽
隠
居渡

部
佐
久
良

佐
々
木
胡
舟

平
岡
深
舟

岡
本
武
士

山
木
紫
芳

田
の
岡
田
州

高
岡
紫
迅

田
中
若

委

菅
野
美
雪

菅
野
華
泉

高

瀬
善
撰
亭

大
き
な
白
い
鉢
に

、

松
・
竹
・
梅
を

今
年
も

火
の
用
心
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
の
季
節
の
花

配
し

ゃ
、

自
然
石
、
こ

け
な
ど
を
植
え
込
み
、

J 

二対間関Viimil ll側111if rjt 
- ー 川川 '" ・ 'j ~~ I; I~ i ドlh

fMiim i し

最
後
に

、

ゃ
っ

こ
だ
こ
や
鶴
の
飾

り
つ

今
年
も
恒
例
の
"
火
の
用
心
“

の
イ

け
を
し
て
寄
せ
植
え
が
完
成
し
ま
し
た
。

ル
ミ
ネ

l

シ
ョ
ン
が
登
場
し
ま
し
た

。

寄
せ
植
え
づ
く
り
の
後
は
、

み
ん
な

町
西
部
公
民
館
の
横
に
あ
る
警
鐘
台

こ
ん
ど
は
井

戸
端
会
議

で
食
事
を
し
、

に
施
さ
れ
た
"
火
の
用
心
“

の
イ
ル
ミ

で
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た

。

賞
め
言
葉

お
世
辞
ピ
知
ら
、
ず
有
頂
天

独
楽
ね
ず
み
程
に
動
い
て
仕
舞
い
風
呂

好
敵
手
居
る
か
ら
楽
し

囲
碁
の
会

お
礼
肥
又
咲
く
春
を
信
じ
つ
つ

十
六
年
生
き
て
気
楽
に

寝
T

る

犬

寝
転
ん
で
家
が
楽
で
す
旅
衣
れ

羨
望
も
少
し

交
ざ
っ
た
賞
め
言
葉

蓋
一
寸
ず
ら
し
煮
こ
ぼ
れ
防
ぐ
知
恵

楽
し
ん
だ
昨
日
を
辿
る
忘
れ
物

勲
章
を
受
け
取
る
人
の
車
椅
子

県
道
か
ら
も
よ
く
見

ネ
ー

シ
ヨ
ン
は
、

え
ま
す
。

高
須
賀
く
ん
は

、

十
二
月
十
二
・
十

三
日
、
広
島
県
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

る
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

ガ
ン
バ
ッ
テ
く
だ
さ
い

。

を
呼
び

道
ゆ
く
人
に
"
火
の
用

心
“

寒風の中行われた寄せ植えづくり

か
け
る
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
す

っ
か
り
年
末
の
風
物
詩
に
な

っ
て
い
ま

す
。

a踊‘

お
正
月
用
「
寄
せ
植
え
」
づ
く
り

一
月
例
会
御
案
内

十
二
月
九
日
、
生
活
改

善
グ
ル
ー

プ

の
メ
ン
バ

ー

十
三
名
が
参
加
し
て
お
正

月
の
「
寄
せ
植
え
」
づ
く
り
が
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た

。

一
月
十
日
午
後
七
時
よ
り

中
央
公
民
館

三
・

年
・
周
各
読
み
込
み

泣き虫で甘えんぼうの勇丸くん f
のびのびとたくましく育ってね。

(父 - 母より )

来月号は、 2月生まれの満 l 歳

児を募集します。 l 月 5 日 まで

に役場総務課広報係まで写真と

コメントをお寄せください。

(父 ・ 母より )

歳

内|

U判
采主 '------'
1玄 h
方て も#

ち
ゃ

ん

(l月 6 日生)

H引

|免 |
勇 5 L」

丸5

ん

(l月 9 日生)

お兄ちゃん、お姉ち ゃ んと遊ぶのが
大好き 。 元気で明るい子に育ってね/

(父 ・ 母より )

智くんスマイルでお友達いっぱいつ

くろうね。

TOWN TOPIC 

J¥ 
木

生

Z
R

υ

沼
山ι
立
口

満

( 1月 9 日 生)

智
輝
く
ん

市
川



イプブ才メ/ジョブ

園
放
送
大
学
学
生

園
募
集

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ

・

ラ
ジ

オ
で
大
学
教
育
を
お
こ
な
っ
て
い

る
正
規
の
通
信
制

4

年
制
大
学
で

す
。

興
味
や
目
的
に
応
じ
て

l

科
目

か
ら
学
べ
る
ほ
か
、
所
定
の
単
位

を
修
得
し
、
卒
業
す
る
と
学
士

(
教
養
)
の
学
位
も
取
得
で
き
ま
す
。

口
科人

文
・

社
会

・

自
然
等
の
分
野

目

の
約
3
2
0

科
目

口
放
送
大
学
生
の
種
類

①
全
科
履
修
生

(大
学
卒
業
を

め
ざ
す

方
)

4

年
以
上
在
学
し
面
接
授
業

な
ど
を
含
め
所
定
の

1
2
4

単
位
以
上
修
得
す
る
と
、
大

学
卒
業
と
な
り
「
学
士
一
(
教

養
)
」
の
学
位
が
取
得
で
き

ま
す
。

②
選
科
履
修
生
・
科
目

履
修
生

(広
く
教
養
を
身
に
つ
け
た

い
方
)

選
科
履
修
生
は
1

年
間
在
学

し
、
あ
る
学
習
テ

l

マ
を
持

っ
て
希
望
す
る
科
目
を
履
修

す
る
学
生
で
あ
り
、
科
目
履

修
生
は
1

学
期
間

(
6カ
月
)

在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を

履
修
す
る
学
生
で
す

。

※
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日

歳
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
学
で
き
ま
す
。

口
募
集
期
間

平
成
凶
年
ロ

月
日
日
か
ら
平
成

日
年
2

月
日
日
ま
で

口
問
い
合
わ
せ

・

資
料
請
求
先

干
7
9
0

・

0
8
2
6

松
山

市
文
京
町
3

(愛
媛
大
学
内

)

2
9
2
3

・

8
5
4
4

ま
で

園
勤
労
者
職
域
文
化
祭

園
美
術
展
作
品
募
集

口
出
品
資
格

県
内
事
業
所
の
勤
労
者
で
ア
マ

チ
ユ
ア

口
出
品
規
格

①
日
本
画

(色
紙
大
以
上
初
号
以
内
)

②
洋
画

(
6号
以
上
初
号
以
内
で
油

絵
、
版
画

、

素
描
、
水
彩
、

パ
ス
類
等
)

③
書

道

(
半折
以
内
で
仮
表
装
程
度

の
表
装
を
す
る
こ
と
。

)

④
写
真

四
つ
切
り
以
上
全
紙
以
内
で
、

必
ず
台
紙
又
は
枠
付
を
す
る

こ
と
。

口
展
示
期
間

平
成
日
年
2

月
9

日
か
ら

2

月

比
日
ま
で

日
展
示
会
場

愛
媛
県
美
術
館
南
館
2

階
県
民

ギ
ャ
ラ

リ

ー

口
申
込
期
限

平
成
日
年
1

月

日
日
ま
で

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山

地
方
局
商
工
労
政
課

(2
9
4

1

・
1
1

1

1

)

口 圃・・・園

長 22 整
資 事事長吾干

格 集改
革
モ

タ

教
育
改
革
に
つ
い
て
関

心
が
あ

り
、
教
育
改
革
モ
ニ
タ

ー

と
し

て
仕
事
に
熱
意
を
も
っ
て
い
る

年
齢
却
歳
以
上
の
方

(
愛
媛
県

か
ら
は
、
非
就
業
者
に
限
り
ま

す
。
)

口
募
集
人
員
等

-

名
(
全
国
で
1

0
0

名
、
依

頼
期
間

2

年
)

口
仕
事
内
容

臨
時
教
育
審
議
会
の
答
申
に
基

づ
き

、

具
体
化
し
よ
う
と
す
る

教
育
改
革
に
関
す
る
施
策
の
う

ち
文
部
省
か
ら
依
頼
す
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
教
育
改
革
モ
ニ

タ
ー
の
周
辺
、

地
域
(
家
庭
、
近

隣
、
勤
務
先
等

)
の
人
々
の
意

見
等
も
聴
取
の
上
、
教
育
改
革

モ
ニ
タ
ー

と
し
て
の
意
見
等
を

ま
と
め
、
文
書
に
よ
っ
て
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

口
申
込
締
切
日

平
成
日
年
2

月
3

日

口
問
い
合
わ
せ

・
申
込
先

a画‘

一T
7
9
0

・

8
5
7
0

松
山

市

一
番
町
4

丁
目
4

番
地
2

愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局

'
文
台
主
口
関川川
J

日
木

オ
弓
」Z
F
+
Tー
や
吉
日

調
整
管
理
係

(2
9
4

1

・
2

1

1

1

)



イプブ才メ/ジョブ

口 圃・・・・日に障
思司主害
""9 (T.) 
るあ
12 る
日寺メ、
再司 σ〉
霊童メ、
言舌キ雀
*目匝司
言炎是亘

土
寸

日
H

l

月

ロ
日
ω
9

時
i

幻
時

口
電
話
番
号

(
フリ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

)

ハ
U
1
ょ

っ
U
ハ
U

・

ハ
U
つ
-
Z
0
・

に
J
R
U
ハ
U

口
相
談
内
容

障
害
の
あ
る
人
の
扶
養

、
介
護

、

社
会
参

加
等
障
害
の
あ
る
人
の

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

(無
料

・

秘
密
厳
守

)

口
相
談
担
当
者

人
権
例
議
委
員
、
弁
護
士
、
法

務
局
職
員

口
主
催

松
山
地
方
法
務
局

、

愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

園
自
衛
隊
訓
練
は
じ
め

園
一
般
公
開

口
日

時

-

月

9

日

ω

午
前

叩
時
か
ら

口
場

所

ト
予
J

-泊
五
当

日
明
叫

パ

つ
叩
主
V
L
刃
E

↓
r
，

(雨
天
も

実
施
)

口
訓
練
内
容

1

5
5

ミ

リ
梢
弾
砲
及
び
3
5

\
リ
高
射
機
関
砲
の
実
際
的
訓

練
等

問い合わせ先
自衛隊松山駐屯地広

報班 (n975 - 0911 )

圃
雇
用
保
険

園
教
育
訓
練
給
付
制
度
が
花
月

園
1

日
よ
リ
ス
タ
ー
ト
!

口
対
象
者

(次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方
)

①
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
、
又

は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方

(
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
て

か
ら
l

年
以
内
の
方
)

②
被
保
険
者
で
あ

っ

た
期
間
が

通
算
し
て
5

年
以
上
あ
る
方

③
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
教
育

訓
練
を
受
講
し

、
修
了
し
た

方

口
支
給
額

自

ら

負
担
し
た
費
用
の

8

割
に

相
当
す
る
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

加
万
円
が
限
度
)

(た
だ
し
、

口
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ

l

ク
松
山

(松
山
公

共
職
業
安
定
所
)
8
9
3
2

・

(内
線
ω
)
ま
で

1
i

n
u
-
-ム
ハU

住
宅
金
融
公
庫

返
済
が
困
難
な
方
に
対
す
る

返
済
条
件
変
更
の
取
扱
い
に

つ
い
て

平
成
叩
年
ロ
月
l

日

ω
か
ら
平

成
ロ
年
3

月
白
日
ま
で
、
返
済
が

著
し
く
困
難
な
方
に
つ
い
て

、

家

計
の
実
情
等
に
応
じ
、
次
の
措
置

を
と
り
ま
す

。

今
後
の
支
払
い
に

懸
念
の
あ
る
方
は
、
早
め
に
住

宅

金
融
公
庫
四
国
支
店

(2
0

8
7

・

8
2
5

・
0
5
1

1

)
ま
た
は
返

済
中
の

金
融
機
関
に
ご
相
談
く
だ

，
、

j
、

。

、

c

-ν

口
措
置

返
済
期
間
を
最
長

山
年
間
延
長

し
ま
す
。

口
対
象
者

(
次
の
①
1

①
の
す
べ

て
に

該
当
す
る
方

)

①
最
近
の
不
況
に
よ
る
倒
産
な

ど
の
勤
務
先
等
の

事
情
に
よ

り
返
済
が
困
難
に
な

ら

れ
た

寸
ノ

②
収
入
倍
率

(年
収
/
年
間
総

返
済
額
)
が
4

倍
以
下
、
ま

た
は
収
入
月
額
が
世
帯
人
員

ﾗ
6
4
 0
0
0

円
以
下
の

寸
ノ

③
返
済
条
件
を
変
更
す
る
こ
と

で
、

今
後
の
返
済
が
継
続
で

き
る
方

(注
)

返
済
期
間
の
延
長
及
び
据
置

期
間
の
設
定
を
い
た
し
ま
す
と

毎
月

の
返
済
額
は
減
少
し
ま
す

が
、
総
返
済
額
は
増
加
し
ま
す
。

園
給
水
装
置
工
事
事
業
者

園
の
追
加
指
定
に
つ
い
て

日
月
か
ら

日
月
の
聞
に
給
水
装

置
工
事
事
業
者
と
し
て
追
加
指
定

し
た
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す

。

口
に
ゅ
う
の
や
電
気
水
道

重
信
町
大
字
国
窪
1

8
3
3

の

1 

(2
9
6
4

・
2
0
5
7

)

口
側
岡
崎
工
務
店

川
内
町
大
字
南
方
1

5
8
4

番

(E
9
6
6

・
4
1
0
0

)

口
愛
媛
日

化
サ
ー
ビ
ス

側

松
山
市
保
免
西
2

丁
目
3

番
日

地
2 

-

口
す
(
宮
9
7

1

・
2
2
3
0

)

(順
不
同

)

/ 

.1月三抑制標目・
清掃センター 電話 966-4989 

1 .もえるごみ ( 12月 3 1 日と 1 月 1 ・ 2 ・ 3日はごみの収集を休みます~ )

収集曜 日 収集地域 収集日 又は収集変更日

東谷 ・西谷

月・木 土谷・滑川・奥松瀬川 変更なし

毎 天神 (山田団地を除く )

北方策・北方西 1 月 1 5 日 (金) は

週 火 ・ 金
南方東・南方西 1 月 1 4 日 (木) に収集

水・土
町西 ・ 町東 (天神を除く )

変更なし
山田団地・横灘団地・前松瀬川

2.もえないごみ・粗大ごみ

収集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 粗大ごみ

東谷 ・西谷

土谷 ・ 滑川 | ・奥松瀬川 1 月 11 日 ( 月 ) 1 月 25 日 ( 月 ) 1 月 1 8 日 ( 月 )

天神 (山田団地を除く )

北方東 ・ 北方西
1 月 12 日 (火) 1 月 26 日 (火) 1 月 19 日 (火)

南方東・南方西

町函 ・ 町東 (天神を除く)

山田団地・横灘団地 1 月 13 日 (水) 1 月 27 日 (水) 1 月 20 日 (水)

前松瀬川



はたちの献血キャンペーン

健康センターから

2月健康晴報
1/9-2/8 

毎週水H程日

午後 1 時~ 311寺

場所 ガリラヤ;EE

(注) 申込みが必要ですので、保健婦まで

ご連絡下さい。

-UI..D:;U~・
理学療法士による機能回復の訓練を行って

います。

日時

-lEiili車道E諸団諸島重j~U.・

E岨諸i瑞酒

0こころの健康相談

精神的に不安定だったり、お年寄
りの痴呆等の相談をお受けしていま

す。

日 1 月 14 日 (木)
受付午前 9 時 ~ 12時

健康センター及び家庭訪

問

(注) 予約制ですので、事前に保

健婦までご連絡下さい。

時場所

対象児

内容 戸万場

毎週月曜日

午前 8 時30分~ 10時

健康センター

印鑑、登録をしている犬は鑑札

予防注射済票

時

場所

持参品

日

年末・年始の不用犬・野犬の引

き取りについて

年末12月は12月 21 日(月)で終
わります。
年始1月は1月 11 日 (月 ) より行い

ますのでご協力をお願いします。

0健康相談・栄養相談

血圧測定、尿検査を行っています。

健康に関することはお気t怪にご相談

ください。

日時 毎週水曜日

午前 9 時~ 12時

健康センター l 階

運動指導室

持参品

金キヰ

(診療時 1 111 午前 S 時30分、午後 5 時30分)

所

師

場
講

0 1 歳 6 カ月児健康診査

日時 l 月 28 日 (木)
受付 午後 l 時~2 時

健康センタ ー 2 階

平成 9 年 5 月 ~ 7 月 生ま

れの幼児

身体計測、貧血検査、 小

児科診察、歯科検診

保健指導 (栄養 ・ 歯科 )
母子健康手帳、 アンケー

ト (事前に送付します。 )
-・・s[tJ主主iヨEヨ・

園長当議案震量

Oいきいき健康講座

「耳のしくみと難聴、 めまいJ

日時 1 月 27 日 (水)

午後 l 時30分~3 時

健康センター 21暗

愛媛大学医学部耳鼻咽喉科

小林泰輔先生

所場

場所

対象児

げで司

廿内

+土.=è 口
f寸宝?口口

電話

964-
1188 

丞信 IIIJ
志 津 川

重 信
クリニ ッ ク

1 !ヨ
(正 月 )

964-
1234 

勝石病院 1 m:信 II I"J
志 津 JI !

2 日
(正 月 )

所{主当番医日耳
a
L
〈
み

0乳幼児相談

日時 毎週水H翠日

午前 9 時~ 12時

健康センタ ー 11惜

身体計測、育児相談

母子健康手帳

場所

内容

持参品

966-
5011 

JI!I人III I"J
南方

医
属
院

会
付

十
院

媛
学

愛
療
病

3 日
(正月)-E盟璽ヨ・

975 
0091 

松 LU 市
北梅本田]

10 日
( 日 H震日 )

I頁事立
忌

注と児象対時日 宮内病院

15 日
(成人の日)

-国防胴長豪酒

O歯科検診

日時 l 月 2 1 日 (木)
受付午前 9 時~ ll時

午後 l 時~3 時

健康センター 2 11皆

l 歳~就学前の幼児
歯科検診、フ y 素 ・ サホ

ライド塗布、ブラ y シン

グ指導

母子健康手帳、 歯ブラシ、

コップ、 タオル

200円

964-
7787 

ill イ言 問
-::tご .'<1 1
4 じρtヰ

池 JI! 内科・
神経1'''1 宇|

3 ヵ月 - 7 歳 6 ヵ月の者。

* 百日ぜきにかかっ たことのある方は二種混合 ( ジフ
テリア ・ 破傷Jill) を受付で申し出て受けて下さい。

l月 7 日 (木)
午後 2 n寺 - 3 時

三
種
混
合

964-
2411 

24 日
(日 H罷日)

976-
7811 

m:信 IIrf
Wi i可 J点

松 LU rl� 
�*� ;[f~ 本町

国立療養所
愛媛病院

17 日
( 日 l曜日 )

るlv
 

て+J 
A又

J
ゼザ

」
A
U
 

/
¥
 
。

ふ
ん

た
せ

お
まh

H
J
 

。者
疹
あ

の
麻
が

月
要
カ
疹
必

6

風
る

晶
此
f
t

J
7

F

L

 

7
R

受

~
M
 

歳
M
は

l
*

方

1 月 28EI (木)
午後 3 n寺 - 3 n寺

30分

麻
(1:1 JI! 病院

955-
0333 

重 信 11汀
tili 河原石川|小児科

31 日
( 日 11程日 )

疹

母子健康手帳、予防接種手帳、{本imt~.1。持参品健康センタ- 21f皆所。場



Photo 

表紙の写真

12月 6 日、いきいき健康ウ オ ー クが相之谷で行わ

れました。 参加l した約100名は、千原から綿ケ 11序
までの約3.5km を自然を満喫しながら歩き、心地よ

い汗をかいていました。

戸籍の窓
(11月 受付分 ・ 敬称略)

(12月 1 日現在)

11 ，037人(- 8人)

5，231 人(- 6人)

5，806人(- 2人)

3，726戸(ー 3戸)

町の動き

'*お誕生おめでとうございます

口

女

世帯数

男

人

中
之
町
界
隈

写
真
は
、
昭
和
三
十
年
代
初
め
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
で
、
先
月
号
で
紹
介
し
た
写

真
を
ち
ょ
う
ど

反
対
側
か
ら
見
た
情

景
が
写
っ
て
い
ま
す
。

米
田
屋
の
前
か
ら
戎
屋
あ
た

り
を
望
む

こ
の
写

真
に
は

、

茅
茸
屋
根
、
砂
利
道
、
自
転
車
な
ど
が

写
っ
て
お
り
、
当

時
の
生
活
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

昭
和
三
十
年
代
と
い
え
ば
、
電
気
冷
蔵
庫
、
電

気
洗
た
く
器
、
テ
レ

ビ
が
“
三
種
の
神
器
"
と

い

わ
れ
た
時
代
で
す
が
、
物
質
的
に
恵
ま
れ
た
現
代

人
に
と

っ
て
は

、
忘
れ
ら
れ
な
い

、
い

や
忘
れ
て

は
い
け
な
い
時
代
で
す

。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

l

役
場
総
務
課
広
報

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

イ主 所 保護者 名目IJ 生年月日

下之 111] 杉原 51、 誠 監 10. 27 
:) 1ニ 内 上 波昔日 平lI i告 総ゆ J 長S 10. 29 
西 組 ニ好 {Ifl- ひかり 11. 4 
桧 皮 佐伯 一彦 めH召&のftJ)P 11. 13 
森 * 1コ F在 J変 !ff~ 11. 17 

イ主 所 氏 名 年齢 死亡月日 世帯主

T行 j易 荒川知11義 75 10.26 荒川 忠蔵

ガリフヤl1: 村 Jjfi， 小秀 96 10.28 村!宅 小秀

刀t 野 "1" 岡 岩t.H~ 74 11. 2 中|問 j政t.ff

桧 皮 河野敏正 78 11. 10 河野敏正

下古市 桑原祐吏 21 11. 11 桑原八F!lí

ガリラヤ荘 山下数義 97 11. 20 山下数義

天 や11 河合 敏郎 50 11.24 河合 {政f!1 1

力リラヤ荘 大野数茂 73 11. 26 大型Ï' 盟主茂

下沖住宅 井上恵美 81 11. 28 チ| 上恕美

女ごめい福をお祈りいたします

(僻事
"
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
l

ク

‘
の

取
材
に
梅
ヶ

峠
に
行
く
。

こ
こ
か

ら
の
遠
景
は
雄
大
で
、
す
ば
ら
し

、
〉
-

-

コ

カ

て

た
参
加
し
た
多
く
の
人
は

、

「川

内
に
も
こ

ん
な
に

い
い
と
こ

ろ
が

あ
っ

た
の
か
」
と
思
わ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

そ
う
い

え
ば

、

川
内
に
住
ん
で

い
な
が
ら
、
町
内
で
ま
だ
行

っ

た

こ
と
の

な
い
所
が
意
外
に
多
い
こ

と
に

気
づ
い
た
。

a画‘

編集IJ I I内町総務課

干7引-0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL (089) 966-2222 

印刷/岡田印刷
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@霊園~

、，

跡

や

揖
川
た

い
υ

l
u

や
土
の
出

A

ず

出
配
布

H

れ鉱
山
札

わ鉄
州委

十
二
月
五
日
、
約
二
百
人
の
考
古
学
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
、

北
方
の
揚
り
畑
遺
跡
で
現
地
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

‘ 大規模な溝の遺跡からは

多量の土器片が出土

現
地
説
明
会
の
主
会
場
と
な

っ
た
遺
跡
に
は
、
大
規

模
な
溝
が
見
つ
か
り
、
そ
の
中
か
ら
多
量
の
土
器
片
が

発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
び
た
だ
し
い
土
器
片
か
ら

当
時

(
一七
0
0
1

一八
O
O

年
前
)、
こ
の
揚
り
畑
遺
跡

、E邑

m 
跡

揚
り
畑

に
弥
生
人
の
大
規
模
な
集
落
が
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
溝
の
周
辺
に
は
、
住
居
跡
も
見
つ
か
り
、

鉄
鉱
(
鉄
の
や
じ
り
)
、
斐
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
弥
生
人
が
ど
の
よ
、
つ
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
、

参
加
し
た
人
々
は
、
こ
の
古
代
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ

て
い
ま
し
た
。


